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平成 26年度　　の決算を認定しました平成 26年度　　の決算を認定しました
　

平
成
27
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
４
日
か
ら
16
日
ま
で
の
13
日
間

の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
平
成
26
年
度
一
般
会
計
・

特
別
会
計
・
事
業
会
計
の
決
算
、補
正
予
算
、な
ど
18
議
案
が
審
議
さ
れ
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
一
般
質
問
は
７
人
が
行
い
、
町
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

※
決
算
額
に
つ
い
て
は
、
１
万
円
未
満
を
切
り
捨
て
て
表
示
し
て
あ
り

ま
す
。

一
般
会
計
決
算

　

平
成
26
年
度
に
お
け

る
一
般
会
計
歳
入
額
は

90
億
９
４
７
４
万
円
で
、

前
年
度
対
比
１
・
２
パ
ー

セ
ン
ト
の
減
。
一
般
会
計

歳
出
額
は
85
億
１
７
２
２

万
円
で
、
前
年
度
対
比
２
・

２
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
と
な

り
ま
し
た
。

　

歳
入
歳
出
差
引
額
は
５

億
７
７
５
１
万
円
と
な
り
、

そ
の
歳
入
歳
出
差
引
額
か

ら
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
財

源
を
引
い
た
実
質
収
支
額

は
、
４
億
４
１
８
０
万
円

で
し
た
。

主
な
歳
入

　

町
税
は
19
億
４
３
６
７

万
円
で
、
前
年
度
対
比
０
・

４
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
。
地

方
交
付
税
は
31
億
５
２
５

０
万
円
で
、
前
年
度
対
比

３
・
０
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
。

町
債
（
町
の
借
金
）
は
10

億
２
２
７
０
万
円
で
、
前

年
度
対
比
18
・
４
パ
ー
セ

ン
ト
の
減
で
し
た
。
ま
た
、

国
庫
支
出
金
及
び
県
支
出

金
の
計
は
11
億
６
８
４
８

万
円
で
、
前
年
度
対
比
は

７
・
６
パ
ー
セ
ン
ト
の
減

と
な
り
ま
し
た
。

主
な
歳
出

　

合
併
市
町
村
振
興
基
金

積
立
金
２
億
63
万
円
、
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
介
護
給

付
費
２
億
１
７
９
１
万

円
、
介
護
保
険
特
別
会
計

操
出
金
１
億
９
３
８
８
万

円
、
原
町
赤
十
字
病
院
運

営
費
助
成
金
２
８
０
５
万

円
、
あ
が
つ
ま
共
同
霊
園

造
成
工
事
３
４
０
７
万
円
、

経
営
体
育
成
支
援
事
業
補

助
金
６
１
０
９
万
円
、
公

団
営
畜
産
基
地
負
担
金

事
業
１
億
６
７
３
１
万

円
、
住
宅
新
築
改
修
等

補

助

金

１

２

７

２

万

円
、
企
業
誘
致
奨
励
金

４
７
５
１
万
円
、
駅
北
地

区
公
共
施
設
等
整
備
基

金
負
担
金
２
２
２
９
万

円
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
購
入
費
３
５
５
３
万

円
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行

業
務
委
託
３
３
２
６
万

円
、
町
給
食
セ
ン
タ
ー
新

2

町債

10億2270万円

（11.2％）

繰入金

3億4447万円（3.8％）

繰越金

4億9475万円（5.4％）

分担金及び負担金

1億2720万円（1.4％）

使用料及び手数料

1億2742万円（1.4％）

　　歳入

　 ９０億

 ９４７４万円

町債

10億2270万円

（11.2％） 町税

19億4367万円

（21.4％）

地方交付税

31億5250万円

（34.7％）

国・県支出金

11億6848万円

（12.9％）

諸収入ほか

7億1351万円

（7.8％）



平成 26年度　　の決算を認定しました

平成27年第３回定例会 (９月 )

平成 26 年度　　の決算を認定しました

築
事
業
３
億
42
万
円
、
統

合
中
学
校
施
設
整
備
事
業

３
億
３
６
４
４
万
円
な
ど

で
し
た
。

監査報告

　平成 26 年度一般会計・特別
会計・事業会計について決算審
査を行った結果、決算書は関係
法令に準拠して処理されてお
り、計数は正確でした。また、
予算の執行については、おおむ
ね適正であるということが認め
られました。
　　　　監査委員　角田　隆紀
　　　　　　　　　青柳はるみ

一般会計への審査意見

　町から甘酒原開発対策協議
会への貸付金 1600 万円が、旧
吾妻町の昭和 61 年一般会計歳
入歳出決算書から計上されてい
ます。昭和 58 年４月発行の議
会だよりによりますと、この甘
酒原開発問題が昭和 47 年から
さまざまな経緯のなか、議会の
100 条委員会から勧告されたに
もかかわらず未解決のまま今日
に至っています。この債権を将
来に先送りすることは好ましく
ないと思われるので、早急に解
決されることを要望します。

３

平成 26 年度 会計別決算

	 　　　会　　　　計　　　　名	 　歳　入　総　額	 　歳　出　総　額
	 一　　　　般　　　　会　　　　計	 ９０億９４７４万円	 ８５億１７２２万円
	 国民健康保険特別会計（事業勘定）	 ２１億８７６８万円	 ２０億３４７７万円
	 国民健康保険特別会計（施設勘定）	 　１億　２５５万円	 　　　８９９９万円
	 後　期　高　齢　者　医　療　特　別　会　計	 　１億８４７０万円	 　１億８４１８万円
	 介　護　保　険　特　別　会　計	 １４億５７３７万円	 １４億３３３９万円
	 地　域　開　発　事　業　特　別　会　計	 　　　６５５４万円	 　　　６５２０万円
	 下　水　道　事　業　特　別　会　計	 　４億３８７４万円	 　４億３１１０万円
	 簡　易　水　道　特　別　会　計	 　　　６１４２万円	 　　　５８６５万円

平成 26 年度 水道事業決算

	 　　　　区　　　　　分	 　収　　　　　入	 　支　　　　　出
	 　　収　　　　益　　　　的	 　２億１３６６万円	 　１億９３６３万円
	 　　資　　　　本　　　　的	 　　　１６２９万円	 　１億１６３４万円
※資本的収支の差は損益勘定保留資金などで補てんしました

教育費

16億265万円

（18.8％）

消防費

3億6506万円（4.3％）

商工費

1億5176万円（1.8％）

議会費

9158万円（1.1％）

諸支出金

2000万円（0.2％）
災害復旧費

1271万円（0.1％）

労働費

53万円（0.01％）

衛生費

5億1709万円（6.1％）

     歳出

   ８５億

１７２２万円

総務費

17億720万円

（20.0％）

民生費

16億8733万円

（19.8％）
公債費

11億656万円

（13.0％）

農林水産費

6億6208万円

（7.8％）

土木費

5億9261万円

（7.0％）



国
民
健
康
保
険

　

事
業
勘
定
は
、
実
質
収

支
額
１
億
５
２
９
０
万
円
。

基
金
の
残
高
は
８
０
７
１

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

加
入
世
帯
２
４
８
５
戸

（
加
入
率
43･

51
㌫
）、
被

保
険
者
４
３
３
８
人
（
加

入
率
28･

71
㌫
）
で
し
た
。

　

国
保
税
の
収
入
済
額
は

４
億
９
３
７
万
円
（
収
納

率
86･

81
㌫
）。
不
能
欠

損
額
と
収
入
未
済
額
を
合

わ
せ
て
６
２
１
９
万
円
と

な
り
、
徴
収
強
化
に
努
力

す
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
定
健
診
の
受

診
率
が
43･

60
㌫
と
低
水

準
で
、
受
診
率
の
向
上
を

図
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

　

施
設
勘
定
（
国
保
診
療

所
）
は
、
実
質
収
支
額
１

２
５
６
万
円
。
診
療
収
入

が
７
１
３
２
万
円
、
受
診

者
数
が
５
１
２
６
人
で
し

た
。
今
後
も
町
民
の
健
康

維
持
と
地
域
に
密
着
し
た

医
療
活
動
を
進
め
て
い
く

と
と
も
に
、
保
健
・
福
祉

･
医
療
の
連
携
強
化
、
そ

し
て
診
療
所
の
経
営
改
善

に
も
努
め
て
い
く
よ
う
要

請
し
ま
し
た
。

後
期
高
齢
者
医
療

　

運
営
主
体
は
広
域
連
合

で
あ
り
、
町
で
は
各
種
届

け
出
、
被
保
険
者
証
の
交

付
な
ど
窓
口
業
務
、
ま
た

保
険
料
の
徴
収
を
行
っ
て

い
ま
す
。
実
質
収
支
額

51
万
円
。
被
保
険
者
は
２

９
８
６
人
で
す
。
保
険
料

の
収
入
済
額
１
億
１
８
１

２
万
円
、
収
入
未
済
額
は

４
万
円
で
し
た
。

介
護
保
険

　

実
質
収
支
額
２
３
９
８

万
円
。
介
護
給
付
費
準
備

基
金
は
、
２
０
０
１
万
円

を
取
り
崩
し
、
残
高
２
０

５
８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

支
出
済
額
の
保
険
給
付

費
は
14
億
87
万
円
（
前
年

度
対
比
6.1
㌫
増
）
で
、
要

支
援
も
含
め
、
介
護
認
定

を
受
け
て
い
る
人
の
78･

２
㌫
が
何
ら
か
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い

ま
す
。
認
定
者
数
、
利
用

者
数
、
介
護
給
付
費
と
も

に
増
加
し
て
い
ま
す
。
収

入
未
済
額
が
無
年
金
者
な

ど
普
通
徴
収
の
51
人
で

１
３
４
万
円
の
滞
納
が
あ

り
、
滞
納
縮
減
に
努
め
る

よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

地
域
開
発
事
業

　

歳
入
総
額
６
５
５
４
万

円
に
対
し
歳
出
総
額

６
５
２
０
万
円
。
一
般
会

計
か
ら
５
５
９
３
万
円
の

多
額
の
繰
入
れ
を
行
い
ま

し
た
。
結
果
、
実
質
収
支

額
は
34
万
円
で
し
た
。
住

宅
団
地
の
未
販
売
区
画
の

売
却
な
ど
を
進
め
、
支
出

の
抑
制
を
図
り
健
全
運
営

に
向
け
て
さ
ら
な
る
努
力

を
求
め
ま
し
た
。

下
水
道
事
業

　

歳
入
総
額
４
億
３
８
７

４
万
円
、
歳
出
総
額
４
億

３
１
１
０
万
円
と
な
り
、

収
支
額
は
７
６
４
万
円
と

な
り
ま
し
た
。
一
般
会
計

か
ら
１
億
１
６
１
０
万
円
、

浄
化
槽
基
金
か
ら
は

１
３
７
２
万
円
の
繰
入
れ

を
し
て
運
営
し
て
い
る
現

状
で
す
。
今
後
も
普
及
率
、

接
続
率
の
向
上
に
努
め
、

健
全
運
営
を
図
る
べ
き
と

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

簡
易
水
道

　

歳
入
総
額
６
１
４
２
万

円
、
歳
出
総
額
５
８
６
５

万
円
と
な
り
、
収
支
額
は

２
７
６
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
適
正
運
営
の
た
め
の

改
善
策
を
求
め
ま
し
た
。

水
道
事
業

　

給
水
戸
数
４
４
３
０
戸
、

給
水
人
口
１
０
３
３
０
人

と
な
り
若
干
の
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
１
７
６
２

万
円
の
未
処
分
利
益
剰
余

金
が
生
じ
、
今
後
は
計
画

的
、
継
続
的
な
調
査
等
を

実
施
し
、
料
金
改
定
な
ど

も
検
討
し
な
が
ら
事
業
全

体
の
経
営
改
善
を
求
め
る

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

歳
入
歳
出
を
６
１
３
２
万

円
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
85

億
８
９
５
６
万
８
千
円
と

し
ま
し
た
。

　

主
な
歳
出
の
項
目
は
、

総
務
管
理
費
、
農
業
費
、

商
工
費
、
教
育
費
な
ど
で

増
額
。
衛
生
費
な
ど
で
減

額
と
な
り
ま
し
た
。
歳
入

で
は
、
県
支
出
金
や
前
年

度
繰
越
金
、
町
債
な
ど
が

増
額
。
国
庫
補
助
金
、
財

政
調
整
基
金
繰
入
金
を
減

額
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
６
１
３
２
万
円
の
追
加

平
成
26
年
度
特
別
会
計
・
　

事
業
会
計
決
算

         
（
委
員
会
審
議
よ
り
）

平成 26 年度 補正予算一覧

　　  会　　計　　名　　　　補正額　　　予算総額

	一　般　会　計	 6132 万円	 85 億 8956 万円

	国民健康保険　事業勘定	 5180 万円	 23 億 7707 万円

	特 別 会 計　施設勘定	 378 万円	 9867 万円

	介護保険特別会計	 2292 万円	 15 億 6398 万円

	簡易水道特別会計	 359 万円	 7238 万円

一般会計補正予算（主なもの）

	電算業務費（マイナンバー制度に伴う	 650 万円

	中間サーバー負担金）

	国保施設勘定繰出金	 △ 778 万円

	岩櫃山周辺案内看板整備	 600 万円

	道路改良費	 800 万円

	町道松谷・六合村線工事委託料	 △ 1250 万円

４



東
吾
妻
町
地
域
振
興

セ
ン
タ
ー
条
例
を
制
定

㈱岩櫃ふれあい公社
平成 26 年度経営状況報告

　ホテル経営 13 期目となった平成 26

年度の集客実績は、宿泊 13,252 人、日

帰り 1,757 人でした。事業収支関係は、

売上高 1 億 4,878 万円のほか、東京電

力による原子力損害に係る観光業者へ

の損害賠償金 1,210 万円が支払われ、

純利益は 228 万円、自己資本を 1,643

万円としました。

　なお、㈱岩櫃ふれあい公社は解散と

なり、平成 27 年度から新運営事業者に

引き継がれました。

健全化判断比率の報告がありました

( 単位％ )

	 	 平成 24 年度	 平成 25 年度	 平成 26 年度

	
実質公債費比率

	 　  13.9	 　  13.3	 　  12.8

	 	 　 (25.0)	 　 (25.0)	 　 (25.0)

	
将来負担比率

	 　  99.6	 　  93.2	 　  84.6

	 	 　(350.0)	 　(350.0)	 　(350.0)

( 注 ) カッコ内の数値は早期健全化基準であり、当町はその

基準を下回っています。

実質公債費比率…借入金 ( 地方債 ) の返済額及びこれに準じ

る額の大きさを指標化し、資金繰りの程度を示す指標

将来負担比率…地方公共団体の一般会計等の借入金 ( 地方債 )

や将来支払っていく可能性のある負担等の現時点での残高を

指標化し、将来財政を圧迫する可能性の度合いを示す指標

　

旧
岩
島
中
学
校
に
、
町

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
環
境

の
整
備
及
び
若
者
の
定
住

促
進
な
ど
の
た
め
に
地
域

振
興
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す

る
た
め
、
そ
の
維
持
・
管

理
・
使
用
料
な
ど
を
定
め

る
条
例
を
制
定
し
ま
す
。

　【
質
疑
】

議
員　

こ
の
条
例
案
に
つ

い
て
事
業
計
画
と
か
運
営

計
画
が
あ
る
の
か
。

総
務
課
長　

運
営
す
る
上

で
の
も
の
が
条
例
規
則
等

で
定
め
て
あ
る
。

議
員　

10
月
１
日
か
ら
施

行
し
て
い
く
と
い
う
こ
と

だ
が
、
施
行
規
則
は
あ
る

の
か
。

総
務
課
長　

原
案
が
で
き

て
お
り
、
条
例
審
査
会
に

か
け
10
月
１
日
に
施
行
し

た
い
。

議
員　

旧
岩
島
中
学
校
の

電
気
、
水
道
等
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長　

教
育
委
員
会

で
支
払
い
を
し
て
そ
の
ま

ま
使
え
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。

議
員　

あ
の
施
設
は
ま
だ

教
育
施
設
と
い
う
こ
と
か
。

総
務
課
長　

条
例
等
が
で

き
た
段
階
で
公
の
施
設
と

な
る
。

議
員　

条
例
が
通
る
と
予

算
措
置
は
ど
の
よ
う
に
な

る
の
か
。

総
務
課
長　

支
出
項
目
が

変
わ
っ
て
く
る
。

議
員　

補
正
予
算
の
関
係

で
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
の

ユ
ニ
ッ
ト
、
ボ
イ
ラ
ー
、

エ
ア
コ
ン
を
つ
け
る
た
め

に
８
４
０
万
円
の
補
正
が

出
さ
れ
て
い
る
が
積
算
根

拠
は
。

総
務
課
長　

カ
タ
ロ
グ
等

か
ら
真
ん
中
辺
を
取
っ
て

予
算
計
上
し
た
。

議
員　

管
理
運
営
上
必
要

が
あ
る
と
き
は
、
振
興
セ

ン
タ
ー
の
管
理
を
指
定
管

理
者
に
行
わ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
と
あ
る
が
。

総
務
課
長　

今
の
と
こ
ろ

指
定
管
理
を
行
う
予
定
は

な
い
。

議
員　

管
理
運
営
は
誰
が

す
る
の
か
。

総
務
課
長　

町
が
行
う
が

職
員
を
常
駐
さ
せ
る
気
は

な
い
の
で
、
使
う
団
体
に

責
任
を
持
っ
て
使
用
し
て

い
た
だ
く
。

議
員　

利
用
時
間
に
つ
い

て
、「
２
泊
以
上
継
続
し

て
利
用
す
る
場
合
は
利
用

を
終
了
す
る
日
の
午
前
９

時
ま
で
と
す
る
」
と
い
う

規
則
が
あ
る
が
、
た
と
え

ば
、
２
年
間
１
団
体
が
借

り
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と

も
可
能
と
な
る
が
。

総
務
課
長　

条
例
の
解
釈

と
し
て
可
能
で
あ
る
。
計

画
が
し
っ
か
り
し
て
町
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
と
い

う
こ
と
に
な
れ
ば
、
そ
う

い
う
貸
し
方
も
い
い
と
考

え
る
。

【
東
吾
妻
町
地
域
振
興
セ
ン  

タ
ー
条
例
へ
の
反
対
討
論
】

　
　
　
　
　

金
澤
敏
議
員

　

ま
ず
、
こ
の
条
例
案
の

趣
旨
で
あ
る
と
こ
ろ
の
地

域
振
興
や
若
者
の
定
住
促

進
に
は
反
対
で
は
な
い
。

で
き
れ
ば
賛
成
し
た
い
が
、

事
業
の
内
容
と
か
運
営
体

制
、
維
持
管
理
を
ど
う
し

て
い
く
の
か
が
し
っ
か
り

出
て
こ
な
い
。
行
政
が
行

う
事
業
が
こ
の
よ
う
な
こ

と
で
い
い
わ
け
な
い
の
で
、

町
民
に
し
っ
か
り
と
理
解

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
丁

寧
な
説
明
を
行
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

　

総
合
計
画
に
も
実
施
計

画
に
も
な
い
計
画
で
、
本

年
度
か
ら
始
ま
っ
た
総
合

戦
略
本
部
の
中
で
し
っ
か

り
と
計
画
さ
れ
た
も
の
な

ら
と
も
か
く
、
話
し
合
い

も
ほ
と
ん
ど
さ
れ
て
な
い

内
容
の
も
の
を
唐
突
に
条

例
案
や
補
正
予
算
案
と
し

て
出
し
て
く
る
の
は
、
理

に
適
っ
て
い
る
と
は
考
え

ら
れ
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
計
画
も
何

も
な
く
ず
さ
ん
な
条
例
案

は
、
一
旦
取
り
下
げ
て

し
っ
か
り
議
論
を
尽
く
し
、
５



地
域
の
住
民
に
も
理
解
を

し
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
を

行
っ
た
後
に
当
初
予
算
で

上
げ
て
く
る
の
が
筋
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
行
財
政

改
革
推
進
特
別
委
員
会
の

中
で
も
、
ほ
と
ん
ど
の
委

員
か
ら
多
く
の
疑
問
が
出

さ
れ
納
得
が
で
き
な
い
と

の
思
い
が
大
勢
を
占
め
た

こ
と
を
つ
け
加
え
、
反
対

討
論
と
す
る
。

■
東
吾
妻
町
出
産
祝
金

条
例
の
一
部
を
改
正

　

赤
ち
ゃ
ん
の
健
全
育
成

と
子
育
て
支
援
を
目
的
に
、

出
産
祝
金
の
受
給
資
格
要

件
の
拡
充
を
図
る
も
の
で

す
。

■
東
吾
妻
町
個
人
情
報
保

護
条
例
の
一
部
を
改
正

　

行
政
手
続
に
お
け
る
特

定
の
個
人
情
報
を
識
別
す

る
た
め
の
番
号
の
利
用
等

に
関
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
い
、
個
人
情
報
保
護
法

制
が
行
う
べ
き
特
定
個
人

情
報
の
保
護
措
置
を
踏
ま

え
、
特
定
個
人
情
報
の
適

正
な
取
り
扱
い
の
確
保
等

に
つ
い
て
の
改
正
及
び
行

政
不
服
審
査
法
の
施
行
に

伴
う
条
文
の
整
備
を
行
う

も
の
で
す
。

■
東
吾
妻
町
手
数
料
徴

収
条
例
の
一
部
を
改
正

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を

導
入
す
る
こ
と
に
伴
う
、

通
知
カ
ー
ド
等
の
再
発
行

を
行
う
場
合
の
手
数
料
を

規
定
す
る
も
の
、
及
び
鳥

獣
保
護
及
び
管
理
並
び
に

狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る

法
律
施
行
に
伴
う
法
律
名

の
改
正
で
す
。

■
字
区
域
の
変
更

　

八
ッ
場
ダ
ム
関
連
事
業

で
あ
る
町
営
松
谷
土
地
改

良
事
業
の
施
行
に
伴
い
、

大
字
松
谷
地
内
で
字
新
井

の
一
部
を
字
久
々
戸
、
字

久
々
戸
の
一
部
と
字
大
割

目
の
一
部
を
字
新
井
に
変

更
す
る
も
の
で
す
。

　

平
成
27
年
第
３
回
臨
時

会
が
７
月
31
日
に
開
か
れ

ま
し
た
。

　

町
長
か
ら
条
例
の
廃
止

な
ど
３
議
案
が
提
出
さ
れ
、

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

■
工
事
請
負
契
約
の
締

結
を
決
定

　

坂
上
小
学
校
を
移
転
す

る
た
め
に
旧
坂
上
中
学
校

を
改
修
す
る
工
事
の
請
負

契
約
を
締
結
し
ま
す
。

　【
質
疑
】

議
員　

管
内
の
小
学
校
の

統
合
は
す
る
の
か
、
し
な

い
の
か
。
統
合
す
る
の
で

あ
れ
ば
い
つ
す
る
の
か
。

町
長　

東
吾
妻
町
課
題
検

討
協
議
会
を
設
立
し
、
通

学
方
法
等
に
つ
い
て
協
議

を
行
い
検
討
し
時
期
等
の

協
議
を
進
め
る
と
思
う
が
、

ま
だ
こ
こ
数
年
で
行
う
よ

う
な
状
況
に
は
な
い
と
考

え
て
い
る
。

議
員　

坂
上
小
学
校
を
改

第
３
回
臨
時
会

　
　
　
　
　  
平
成
27
年
７
月
31
日

一
場
　
明
夫

里
見
　
武
男

小
林
　
光
一

重
野
　
能
之

竹
渕
　
博
行

佐
藤
　
聡
一

根
津
　
光
儀

樹
下
　
啓
示

山
田
　
信
行

茂
木
　
恒
二

金
澤
　
　
敏

青
柳
は
る
み

須
崎
　
幸
一

浦
野
　
政
衛

東吾妻町国民宿舎条例を廃止する条例 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成27年度東吾妻町一般会計補正予算（第２号） 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
工事請負契約の締結 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ×

平成26年度東吾妻町一般会計歳入歳出決算認定 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○
平成26年度東吾妻町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成26年度東吾妻町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成26年度東吾妻町介護保険特別会計歳入歳出決算認定 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成26年度東吾妻町地域開発事業特別会計歳入歳出決算認定 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成26年度東吾妻町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成26年度東吾妻町簡易水道特別会計歳入歳出決算認定 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成26年度東吾妻町水道事業未処分利益剰余金の処分及び決算認定 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
東吾妻町出産祝金条例の一部を改正する条例 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
東吾妻町地域振興センター条例 可 ‐ ○ × ○ × ○ ○ ○ × × × ○ ○ ×
東吾妻町個人情報保護条例の一部を改正する条例 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
東吾妻町手数料徴収条例の一部を改正する条例 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成27年度東吾妻町一般会計補正予算（第３号） 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ×
平成27年度東吾妻町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成27年度東吾妻町介護保険特別会計補正予算（第１号） 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成27年度東吾妻町簡易水道特別会計補正予算（第１号） 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
字区域の変更 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
安心して住み続けられる坂上地区づくりに関する陳情 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
橋梁の掛け替えと町道拡幅に関する陳情 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
東吾妻町弓道場の新設に関する陳情 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
東吾妻町議会会議規則の一部を改正する議会規則 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可･･･可決、○･･･賛成、×･･･反対
議長（1番）は採決に加わらないため「‐」で表示しています。

議議　案案　なな　どど　のの　審審　議議　結結　果果

　　第第３３回回　定定例例会会　　平平成成２２７７年年９９月月４４日日～～１１６６日日

　　第第３３回回　臨臨時時会会　　平平成成２２７７年年７７月月３３１１日日

議
決
結
果

議
　
決
　
日

　　　議案名等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議員名等

出
席
者
数

賛

　
成

反
　
　
対

６



み
な
さ
ん
か
ら
の
請
願
・
陳
情

修
し
て
使
わ
な
い
の
は
。

町
長　

坂
上
小
学
校
は
大

変
老
朽
化
も
進
ん
で
お
り
、

耐
震
的
に
も
問
題
が
あ
る
。

議
員　

ほ
と
ん
ど
改
修
さ

れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
坂

上
小
学
校
は
危
険
校
舎
に

指
定
さ
れ
て
い
る
の
か
。

町
長　

指
定
は
さ
れ
て
い

な
い
が
、
子
供
た
ち
の
安

心
安
全
な
教
育
の
た
め
に

指
定
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
し
っ
か
り
と
し
た
手

は
ず
は
と
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

議
員　

１
階
で
安
心
し
て

教
育
活
動
が
行
え
る
、
今

の
坂
上
小
学
校
の
校
舎
を

改
修
し
た
ほ
う
が
い
い
の

で
は
。

教
育
長　

さ
ま
ざ
ま
な
状

況
を
考
え
る
と
旧
坂
上
中

学
校
を
改
修
し
た
ほ
う
が

い
い
。

教
育
課
長　

昨
年
の
浄
化

槽
の
点
検
で
、
汚
水
が
漏

水
し
て
い
る
た
め
改
善
が

必
要
と
指
摘
を
受
け
た
ほ

か
、
耐
震
診
断
で
は
２
階

の
耐
震
強
度
が
不
足
し
て

い
る
こ
と
、
49
年
に
建
築

し
た
校
舎
は
も
っ
と
老
朽

化
が
ひ
ど
く
雨
漏
り
や
ひ

び
割
れ
な
ど
も
あ
り
、
旧

坂
上
中
学
校
の
改
修
よ
り

も
余
計
に
か
か
る
と
見
込

ん
で
い
る
。

議
員　

ト
イ
レ
改
修
の
調

査
通
知
書
に
よ
れ
ば
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
は

頂
部
取
り
合
い
が
不
明
の

た
め
、
調
査
の
必
要
が
あ

る
と
い
う
こ
と
だ
が
。

教
育
課
長　

便
所
壁
の
頂

部
が
緊
結
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
強
い
地
震
が
あ
る

と
倒
壊
の
危
険
が
あ
る
。

議
員　

小
学
校
の
統
合
に

つ
い
て
は
。

町
長　

年
齢
差
も
大
変
大

き
い
の
で
慎
重
に
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
、
入
念
に
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
。

■
東
吾
妻
町
国
民
宿
舎

条
例
を
廃
止
す
る
条
例

　

国
民
宿
舎
事
業
を
廃
止

を
決
定
し
、
東
吾
妻
町
国

民
宿
舎
条
例
並
び
に
同
施

行
規
則
を
廃
止
す
る
も
の

で
す
。

■
平
成
27
年
度
東
吾
妻

町
一
般
会
計
補
正
予
算

　

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

歳
入
歳
出
を
３
９
６
４
万

円
追
加
し
、
総
額
85
億
２

８
２
４
万
８
千
円
と
し
ま

し
た
。

　

歳
出
の
項
目
は
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
増
床
事
業

で
、
財
源
に
は
地
方
交
付

税
・
県
補
助
金
・
町
債
を

充
て
て
い
ま
す
。

　

第
３
回
定
例
会
で
、

請
願
１
件
、
陳
情
５
件

を
審
査
し
ま
し
た
。
審

査
の
結
果
が
本
会
議
で

報
告
さ
れ
、
次
の
よ
う

に
決
ま
り
ま
し
た
（
提

出
者
名
は
敬
称
略
）。

▼
採
択
と
な
り
ま
し
た

　
（
文
教
厚
生
常
任
委
員

会
で
審
査
）

　

安
心
し
て
住
み
続
け

ら
れ
る
坂
上
地
区
づ
く

り
に
関
す
る
陳
情

○
提
出
者

　

坂
上
地
区
地
域
づ
く

り
懇
談
会　

代
表　

轟

栄
ほ
か
１
名

▼
採
択
と
な
り
ま
し
た

　
（
総
務
建
設
常
任
委
員

会
で
審
査
）

　

橋
梁
の
掛
け
替
え
と

町
道
拡
幅
に
関
す
る
陳

情○
提
出
者

　

漆
貝
戸
区
長　

代
表

　

山
野
利
夫
ほ
か
７
名

▼
採
択
と
な
り
ま
し
た

　
（
文
教
厚
生
常
任
委
員

会
で
審
査
）

　

東
吾
妻
町
弓
道
場
の

新
設
に
関
す
る
陳
情

○
提
出
者

　

東
吾
妻
町
ス
ポ
ー
ツ

協
会　

会
長　

綿
貫
保

郎▼
継
続
審
査
と
な
り

ま
し
た

　
（
総
務
建
設
常
任
委
員

会
で
審
査
）

　

「
『
安
全
保
障
関
連
法

案
』
の
慎
重
で
徹
底
的

な
審
議
を
求
め
る
意
見

書
」
提
出
に
つ
い
て
の

請
願

○
提
出
者

　
「
憲
法
を
く
ら
し
に
生

か
す
吾
妻
連
絡
会
」
代

表
委
員　

青
柳
健
一

○
紹
介
議
員
…
金
澤　

敏

▼
継
続
審
査
と
な
り

ま
し
た

　
（
総
務
建
設
常
任
委
員

会
で
審
査
）

　

安
心
し
て
住
み
続
け

ら
れ
る
坂
上
地
区
づ
く

り
に
関
す
る
陳
情

○
提
出
者

　

坂
上
地
区
地
域
づ
く

り
懇
談
会　

代
表　

轟

栄
ほ
か
１
名

▼
継
続
審
査
と
な
り

ま
し
た

　
（
総
務
建
設
常
任
委
員

会
で
審
査
）

　

外
国
人
の
扶
養
控
除

制
度
の
見
直
し
を
求
め

る
意
見
書
の
採
択
を
求

め
る
陳
情

○
提
出
者　

小
坪
慎
也

◎
請
願
・
陳
情
と
は

　

町
政
に
対
す
る
皆
さ

ん
の
意
見
や
要
望
を
請

願
・
陳
情
と
し
て
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

　

町
議
会
議
員
の
紹
介

が
あ
る
も
の
を
請
願
、

な
い
も
の
を
陳
情
と
い

い
ま
す
。

◎
請
願
・
陳
情
の
書
き

方
と
提
出
方
法

・
受
付
締
切
日
…
定
例
会

前
に
開
か
れ
る
議
会
運

営
委
員
会
の
前
日
（
休

日
の
場
合
は
そ
の
前
日

の
午
後
５
時
15
分
ま
で
）

・
提
出
先
…
議
会
事
務
局

・
必
要
記
載
事
項

　

請
願
（
陳
情
）
の
表

題
、
請
願
（
陳
情
）
の

趣
旨
、
理
由
、
提
出
年

月
日
、
請
願
（
陳
情
）

者
の
郵
便
番
号
、
住
所
、

電
話
番
号
、
氏
名
、
印

　

請
願
の
場
合
は
、
紹

介
議
員
の
署
名
（
ま
た

は
記
名
押
印
）

　

あ
て
先
（
東
吾
妻
町

議
会
議
長
）

そ
の
他

　

邦
文
で
記
載
し
て
く

だ
さ
い
。

請
願
・
陳
情
の
し
か
た

７



東
吾
妻
町
総
合
戦
略
の
策
定
を
進
め
て
い
る

計
画
的
に
教
育
環
境
の
整
備
改
善
に
努
め
る

幼
稚
園
・
小
学
校
の
教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

「
東
吾
妻
町
の
地
方
創
生
」
に
つ
い
て

□Q

総
合
戦
略
策
定
に
あ

た
っ
て
は
、
東
吾
妻
町
の

あ
る
べ
き
姿
と
し
て
最
終

目
標
、
理
念
に
つ
い
て
考

え
を
伺
い
た
い
。

□A

東
吾
妻
町
総
合
戦
略

本
部
に
お
い
て
掲
げ
て
い

る
「
子
供
も
大
人
も　

い

き
い
き
暮
ら
せ
る
元
気
な

ま
ち　

共
に
創
ろ
う　

未

来
に
向
け
て
」
を
念
頭
に

お
き
、
東
吾
妻
町
総
合
戦

略
の
策
定
を
進
め
て
い
る
。

□Q

そ
の
理
念
と
総
合
計

画
に
お
け
る
理
念
と
の
違

い
は
何
か
。

□A

地
方
版
総
合
戦
略

は
人
口
減
少
克
服
・
地
方

創
生
を
目
的
と
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
地
方
版
総
合

戦
略
に
お
い
て
は
、
数
値

目
標
や

K
P
I
（
重
要

業
績
評
価
指
標
）
を
指
定

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

こ
う
い
っ
た
手
法
は
総
合

計
画
に
お
い
て
義
務
付
け

ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
る
。

□Q

最
終
目
標
を
実
現
し

て
行
く
た
め
の
方
針
（
長

期
ビ
ジ
ョ
ン
）
を
ど
の
よ

う
に
定
め
て
い
く
か
。

□A

２
０
０
８
年
か
ら
始

ま
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る

人
口
減
少
問
題
は
、
地
域

に
よ
っ
て
状
況
や
原
因
が

異
な
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、

地
域
の
特
色
や
地
域
資
源

を
活
か
し
た
住
民
に
身
近

な
施
策
を
幅
広
く
盛
り
込

む
予
定
で
あ
る
。

□Q

わ
が
町
の
特
性
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
捉
え
て

い
る
か
。

□A

開
通
を
予
定
し
て
い

る
上
信
自
動
車
道
を
ひ
と

つ
の
大
き
な
町
の
特
性
だ

と
捉
え
て
お
り
、
物
流
や

観
光
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
産

業
が
活
性
化
で
き
る
チ
ャ

ン
ス
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

付
近
に
住
宅
が
増
加
す
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

□Q

わ
が
町
が
飛
躍
し
て

行
く
た
め
に
は
行
政
的
な

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要

と
思
う
が
、
町
長
の
ア
イ

デ
ア
や
実
行
ス
タ
ン
ス
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

□A

『
新
し
い
切
り
口
』

『
新
し
い
捉
え
方
』『
新
し

い
活
用
法
』
と
い
っ
た
事

を
考
え
、
町
総
合
戦
略
本

部
の
下
部
組
織
に
「
ア
ン

ダ
ー
35
分
科
会
」
を
設
置
。

35
歳
以
下
の
若
い
職
員
に

地
方
創
生
に
ひ
と
役
か
っ

て
も
ら
お
う
と
考
え
、
さ

ま
ざ
ま
な
意
見
交
換
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
も
多

様
な
意
見
や
価
値
観
を
受

け
入
れ
て
い
く
姿
勢
が
何

よ
り
重
要
と
考
え
て
い
る
。

根津光儀議員

山田信行議員

□Q

今
年
の
夏
は
異
常
気

象
と
言
わ
れ
、
厳
し
い
猛

暑
で
あ
っ
た
。
地
球
規
模

で
の
温
暖
化
等
が
想
定
さ

れ
る
。
学
校
環
境
衛
生
基

準
で
は
、
教
室
の
温
度
は

30
度
以
下
が
望
ま
し
い
と

さ
れ
て
お
り
、
文
科
省
で

は
、
教
育
施
設
の
整
備
を

指
示
し
て
い
る
中
、
児
童

･

生
徒
の
健
康
調
査
を
含

め
、
設
置
さ
れ
て
い
な
い

教
室
に
エ
ア
コ
ン
を
導
入

す
る
考
え
は
。

□A

児
童
・
園
児
の
熱
中

症
対
策
な
ど
、
健
康
管
理

面
か
ら
エ
ア
コ
ン
の
整
備

は
必
要
だ
と
認
識
し
て
い

る
。
財
政
面
を
考
慮
し
つ

つ
計
画
的
に
設
置
を
行
い
、

教
育
環
境
の
整
備
改
善
に

努
め
て
い
く
。

『
ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用
、

促
進
と
地
域
活
性
化
に
つ

い
て
』

□Q

ふ
る
さ
と
納
税
制

度
は
、「
ふ
る
さ
と
」
に

貢
献
し
た
い
、
居
住
地
外

の
自
治
体
に
寄
付
を
行
っ
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さ
ま
ざ
ま
な
分
野
へ
の
女
性
の
参
画
促
進
に
努
め
た
い

女
性
の
活
躍
に
つ
い
て

た
場
合
に
所
得
税
、
住
民

税
の
一
部
が
控
除
さ
れ
る

制
度
で
あ
る
。
ふ
る
さ
と

納
税
に
力
を
入
れ
る
こ
と

で
、
自
主
財
源
を
確
保
す

る
と
共
に
、
地
域
の
魅
力

を
発
信
す
る
こ
と
で
地
場

産
業
、
観
光
、
文
化
等
の

活
性
化
に
繋
が
り
、
多
く

の
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
る
と

思
う
が
。

□A

寄
付
金
を
活
用
し
て

地
域
社
会
の
形
成
、
住
民

の
福
祉
の
増
進
を
推
進
し
、

「
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
基

金
」
に
積
み
立
て
ら
れ
て

い
る
。
寄
付
者
の
利
便
性

の
向
上
と
、
新
た
な
情
報

発
信
を
検
討
す
る
。

『
指
定
管
理
者
制
度
に
つ

い
て
伺
う
』

□Q

構
造
改
革
に
よ
り
、

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正

に
よ
っ
て
、
管
理
方
法
が

委
託
制
度
か
ら
指
定
管
理

者
制
度
に
移
行
し
た
。
民

間
活
力
導
入
手
法
と
し
て

指
定
管
理
者
制
度
が
創
設

さ
れ
、
当
町
も
、
積
極
的

に
推
進
し
５
施
設
を
指
定

し
て
い
る
が
、
制
度
活
用

の
基
本
原
則
に
沿
っ
て
の

総
括
は
。

□A

指
定
管
理
者
制
度
適

用
施
設
の
形
態
は
さ
ま
ざ

ま
だ
が
、
す
べ
て
法
令
等

に
則
っ
て
手
続
き
を
進
め
、

ま
た
各
施
設
担
当
課
を
中

心
に
管
理
者
の
実
施
の
管

理
を
し
、
利
用
者
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
が
図
れ
る
よ
う

官
民
協
働
で
知
恵
を
絞
り
、

各
施
設
の
管
理
運
営
に
努

め
、
指
定
管
理
者
に
委
ね

事
務
の
効
率
化
、
管
理
経

費
の
節
減
な
ど
一
定
の
成

果
を
上
げ
て
い
る
と
判
断

し
て
い
る
。

　

自
治
体
の
動
向
も
踏
ま

え
、
東
吾
妻
町
に
と
っ
て

最
適
な
指
定
管
理
者
制
度

を
模
索
し
、
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
の
推
進
と
行
政
運

営
の
ス
リ
ム
化
に
努
め
て

い
き
た
い
。

□Q

男
女
共
同
参
画
社
会

基
本
法
も
施
行
さ
れ
、
男

女
と
も
意
欲
に
応
じ
て
あ

ら
ゆ
る
分
野
で
活
躍
で
き

る
社
会
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
あ
る
自
治
体
で
は
女

性
の
活
躍
で
元
気
な
町
づ

く
り
を
展
開
し
て
い
る
事

例
も
あ
る
。
防
災
や
地
域

づ
く
り
な
ど
の
施
策
の
決

定
に
幅
広
い
年
齢
層
の
女

性
の
意
見
を
反
映
し
て
ほ

し
い
が
、
町
長
は
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。

□A

施
策
の
決
定
に
は

女
性
の
み
な
ら
ず
町
民
の

意
見
反
映
が
、
今
後
ま
す

ま
す
大
切
と
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
有
効
な
意
見
反
映

が
さ
れ
る
方
法
の
研
究
も

進
め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

民
生
児
童
委
員
会
な
ど
一

部
の
委
員
会
に
は
参
画
い

た
だ
い
て
い
る
が
ま
だ
ま

だ
不
十
分
な
の
で
、
今
後

と
も
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
へ

の
女
性
の
参
画
促
進
に
努

め
て
い
き
た
い
。

□Q

子
育
て
中
の
女
性
に

心
の
支
援
を
し
て
ほ
し
い

が
、
町
長
の
考
え
は
？

□A

共
働
き
世
帯
の
増

加
の
中
で
、
女
性
に
対
す

る
子
育
て
・
家
事
等
の
負

担
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
女
性
へ
の
支

援
に
つ
き
ま
し
て
は
子
育

て
中
の
悩
み
の
相
談
、
ま

た
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

が
気
軽
に
集
え
る
広
場
の

開
設
な
ど
行
っ
て
い
る
が
、

さ
ら
な
る
子
育
て
支
援
の

充
実
を
図
り
た
い
。

『
中
学
校
・
高
校
の
地
域

と
の
連
携
』

□Q

当
町
と
高
校
お
よ

び
郡
内
の
高
校
と
の
連
携
、

さ
ら
に
中
学
と
高
校
と
の

連
携
に
つ
い
て
町
長
は
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
。

□A

杉
並
・
東
吾
妻
わ

ん
ぱ
く
交
流
会
や
ス
ポ
ー

ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
お

い
て
、
吾
妻
高
校
生
を
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
お
願
い
し
、
町
の
活

動
を
支
え
て
い
た
だ
い
て

い
る
。
ま
た
、
郡
内
の
高

校
と
の
連
携
に
つ
い
て
は

い
ず
れ
行
う
予
定
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
中
学
と
高
校
と

の
連
携
は
部
活
動
に
よ
る

練
習
会
な
ど
の
実
施
を
考

え
て
い
る
。

青柳はるみ議員
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一般質問　町政を問う一般質問　町政を問う

□Q

町
の
住
宅
政
策
の

実
績
成
果
は
何
か
。

□A

町
営
住
宅
の
耐
震
診

断
及
び
長
寿
命
化
を
目
的

と
し
た
点
検
を
順
次
実
施

す
る
と
共
に
、
上
河
原
団

地
で
７
棟
の
解
体
を
行
い

経
費
削
減
に
努
め
た
。

□Q

政
策
的
空
き
家
住
宅

の
状
況
は
。

□A

耐
用
年
数
を
過
ぎ
た

木
造
住
宅
を
中
心
に
解
体

を
行
い
、
解
体
後
は
中
高

層
住
宅
を
建
設
す
る
か
協

議
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

□Q

住
民
の
意
向
調
査
を

実
施
し
て
は
ど
う
か
。

□A

今
後
の
建
て
替
え
計

画
を
す
る
中
で
検
討
し
た

い
。

□Q

町
営
住
宅
整
備
計
画

の
考
え
は
あ
る
か
。

□A

今
後
の
住
宅
建
設
に

つ
い
て
整
理
を
行
い
、
建

て
替
え
を
含
む
検
討
を
進

め
た
い
。

□Q

高
齢
者
向
け
住
宅
建

設
と
し
て
何
を
考
え
て
い

る
か
。

□A

高
齢
者
や
身
体
障
害

者
に
配
慮
し
た
も
の
を
建

物
の
１
階
に
配
置
・
計
画

す
る
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

□Q

未
販
売
の
宅
地
分
譲

地
の
販
売
策
は
。

□A

不
動
産
業
者
へ
情
報

提
供
を
行
っ
て
い
る
。
今

後
は
、
都
市
部
に
宅
地
分

譲
の
案
内
や
チ
ラ
シ
等
を

配
布
し
て
販
売
促
進
に
努

め
た
い
。

□Q

未
利
用
町
有
地
で
、

宅
地
分
譲
や
公
営
住
宅
の

建
設
地
と
し
て
活
用
で
き

る
場
所
が
あ
る
か
。

□A

現
在
、
原
町
地
内

に
６
か
所
販
売
し
て
い
る
。

ま
た
、
東
上
野
地
区
に
分

譲
地
と
し
て
販
売
可
能
な

町
有
地
が
あ
る
。

□Q

住
宅
補

助
制
度
を
拡
充

す
る
考
え
は
あ

る
か
。

□A

住
宅
は

老
朽
化
や
家
族

構
成
の
変
化
に

よ
り
、
新
築
や

増
改
築
を
行
う

機
会
が
で
て
く

る
。
今
後
検
討

し
な
が
ら
拡
充

に
努
め
て
い
き

た
い
。

□Q

少
子
化
対
策
や
定
住

促
進
を
図
る
住
宅
政
策
は
。

□A

安
心
し
て
住
め
る
町

づ
く
り
や
、
若
い
世
代
が

子
育
て
し
や
す
い
政
策
と

考
え
て
い
る
。

建
て
替
え
を
含
め
中
高
層
住
宅
建
設
を
検
討

町
営
住
宅
整
備
の
計
画
は

安
心
し
て
生
活
で
き
る
町
づ
く
り
の
た
め
に
重
要
な
施
策

財
政
健
全
化
に
つ
い
て

□Q

当
町
は
な
ぜ
「
財
政

改
革
・
健
全
化
」
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

そ
の
理
由
と
し
て
、
平
成

26
年
度
決
算
に
お
い
て
公

債
費
歳
出
全
会
計
で
14
億

９
９
０
０
万
円
の
う
ち
一

般
会
計
公
債
費
11
億
６
０

０
万
円
（
元
金
９
億
６
４

０
０
万
円
・
利
子
１
億
４

２
０
０
万
円
）
と
財
政
上

大
き
な
負
担
に
な
っ
て
い

る
。
当
町
の
子
や
孫
の
将

来
世
代
に
、
借
金
の
ツ
ケ 茂木恒二議員

須崎幸一議員
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耐用年数が過ぎた木造の町営住宅は政策的空き家
とし解体を進める
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を
回
し
て
は
な
ら
な
い
こ

と
だ
と
思
う
が
。

□A

総
合
計
画
や
建
設

計
画
等
に
沿
っ
た
行
財
政

運
営
を
行
う
と
と
も
に
町

民
の
将
来
不
安
を
軽
減
し
、

安
心
し
て
生
活
で
き
る
町

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た

め
、
町
政
に
と
っ
て
財
政

健
全
化
は
重
要
な
施
策
で

あ
る
。

□Q

当
町
は
「
健
全
財
政

に
向
け
徹
底
し
た
改
革
に

取
り
組
む
ま
ち
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
し
て
い
る
が
健
全

財
政
と
は
ど
う
い
う
状
態

を
い
う
の
か
。

□A

健
全
財
政
と
は
一
般

的
に
地
方
債
等
の
借
入
金

で
歳
入
が
補
わ
れ
て
い
な

い
状
態
を
指
し
て
い
る
が
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
や
公
共
施

設
の
老
朽
化
等
ハ
ー
ド
事

業
の
推
進
に
は
、
建
設
事

業
債
等
の
活
用
は
避
け
ら

れ
な
い
状
況
で
あ
る
。

□Q

財
政
健
全
化
達
成
の

た
め
の
有
効
か
つ
実
現
可

能
な
具
体
策
は
。

□A

当
町
は
早
期
健
全
化

団
体
や
財
政
再
生
団
体
に

該
当
し
な
い
た
め
、
具
体

策
と
し
て
地
方
債
発
行
額

が
既
往
債
償
還
額
を
超
え

な
い
よ
う
編
成
す
る
と
と

も
に
、
財
政
調
整
基
金
等

の
充
当
可
能
基
金
の
残
高

を
増
加
さ
せ
、
義
務
的
経

費
等
の
削
減
指
導
も
引
き

続
き
行
っ
て
い
く
。

□Q

一
般
会
計
の
町
債
残

高
は
、
平
成
21
年
度
末
で

約
１
０
５
億
７
０
０
０
万

円
、
平
成
26
年
度
末
で
約

１
０
４
億
３
０
０
０
万
円

と
な
っ
て
い
る
が
、
５
年

間
で
約
１
億
４
０
０
０
万

円
と
削
減
幅
が
少
な
い
理

由
は
。

□A

国
の
交
付
税
特
別
会

計
の
赤
字
補
て
ん
分
と
し

て
町
が
発
行
す
る
臨
時
財

政
対
策
債
が
、
平
成
21
年

と
比
較
し
て
11
億
75
万
５

０
０
０
円
増
加
し
て
い
る

こ
と
が
原
因
で
あ
る
。
臨

時
財
政
対
策
債
は
全
額
普

通
交
付
税
措
置
が
さ
れ
る

た
め
健
全
化
判
断
比
率
へ

の
影
響
は
な
い
。

地
方
自
治
体
の
長
と
し
て
は
答
え
ら
れ
な
い

安
保
関
連
法
案
に
つ
い
て

□Q

安
倍
政
権
は
戦
後
体

制
の
大
転
換
を
目
指
し
憲

法
学
者
の
９
割
以
上
、
元

最
高
裁
長
官
や
元
内
閣
法

制
局
長
官
が
「
違
憲
で
あ

る
」
と
発
言
し
て
い
る
集

団
的
自
衛
権
に
関
す
る

「
国
際
平
和
支
援
法
」
と

10
の
安
全
保
障
立
法
を
強

行
採
決
で
成
立
さ
せ
よ
う

と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ

り
わ
が
国
が
70
年
間
維
持

し
て
き
た
平
和
国
家
か
ら

戦
争
を
す
る
国
に
変
わ
る
。

集
団
的
自
衛
権
は
専
守
防

衛
と
違
い
、
ア
メ
リ
カ
と

と
も
に
世
界
中
で
戦
争
し

て
い
く
こ
と
を
世
界
に
宣

言
す
る
に
等
し
い
。

①
自
治
体
に
関
し
て
憲
法

は
、
戦
前
と
異
な
り
国
の

出
先
機
関
で
は
な
く
独
立
し

た
法
人
で
あ
り
、
国
と
は
対

等
の
関
係
と
規
定
し
て
い
る
。

そ
の
こ
と
へ
の
自
覚
は
。

②
現
代
の
戦
争
は
軍
隊
間

の
戦
闘
で
は
な
く
、
国
民

を
巻
き
込
む
全
面
戦
争
の
可

能
性
が
あ
る
。
先
の
大
戦
で

は
わ
が
国
の
死
者
３
０
０
万

人
以
上
、
わ
が
国
に
よ
る
他

国
の
犠
牲
者
は
２
０
０
０
万

人
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
住
民
を
巻
き
込

み
、
生
命
や
生
活
を
破
壊

す
る
危
険
性
へ
の
自
治
体

の
長
と
し
て
の
認
識
は
。

③
憲
法
審
査
会
で
与
党
推

薦
の
憲
法
学
者
を
含
む
３
名

が
こ
の
法
律
案
を
違
憲
だ

と
主
張
し
、公
聴
会
で
も
違

憲
と
の
発
言
が
相
次
い
で
い

る
こ
と
に
対
し
て
の
見
解
は
。

□A

安
全
保
障
関
連
法

案
に
つ
い
て
は
、
国
の
防

衛
・
安
全
保
障
に
関
す
る

大
変
重
要
な
法
案
で
あ
り
、

現
在
国
会
で
議
論
が
進
め

ら
れ
て
い
る
最
中
な
の
で
、

地
方
自
治
体
の
長
と
し
て

は
答
え
ら
れ
な
い
。

□Q

憲
法
99
条
で
は
「
天

皇
又
は
摂
政
及
び
国
務
大

臣
、
国
会
議
員
、
裁
判
官

そ
の
他
の
公
務
員
は
、
こ

の
憲
法
を
尊
重
し
擁
護
す

る
義
務
を
負
ふ
」
と
し
て

い
る
。
町
長
も
特
別
職
公

務
員
で
あ
る
こ
と
か
ら
義

務
を
負
っ
て
い
る
。
そ
の

こ
と
へ
の
認
識
は
。

□A

憲
法
学
者
の
見
解
に

つ
い
て
の
所
見
を
申
し
上

げ
る
立
場
で
は
な
い
。

金澤　敏議員
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犯
カ
メ
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装
置
︒
検
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く
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安
全
な
町
確
立
へ
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
増
設
を

□Q

現
在
、
当
町
を
含
め

行
政
、
防
犯
団
体
、
商
店

街
に
よ
る
県
内
全
体
の
防

犯
カ
メ
ラ
設
置
数
は
、
お

よ
そ
１
０
２
８
台
。
町
内

で
の
さ
ら
な
る
増
設
の
考

え
は
。

□A

防
犯
カ
メ
ラ
は
犯
罪

の
抑
止
な
ど
に
必
要
な
装

置
。
検
討
し
た
い
。

□Q

私
達
の
暮
ら
し
の
安

全
は
、
消
防
、
警
察
、
自

衛
隊
の
方
々
の
命
を
賭
け

た
日
々
の
活
動
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
て
い
る
。
一
方

で
、
最
近
で
は
幼
い
子
供

や
女
性
が
犠
牲
と
な
る
凶

悪
な
事
件
が
多
発
し
、
強

い
も
の
が
弱
き
人
々
を
傷

つ
け
る
心
な
き
社
会
へ
と

な
り
つ
つ
あ
る
。
当
町
と

し
て
も
、
住
民
の
生
命
・

財
産
を
守
る
と
い
う
観
点

か
ら
、
安
全
な
町
作
り
に

今
ま
で
以
上
に
取
り
組
む

べ
き
で
あ
る
。
現
状
と
課

題
は
。

□A

犯
罪
の
被
害
に
遭
わ

ず
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

社
会
は
、
多
く
の
地
域
住

民
の
願
い
だ
。
現
在
は
各

地
区
の
防
犯
協
会
が
小
中

学
校
の
登
下
校
時
間
に
合

わ
せ
た
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

を
は
じ
め
、「
こ
ど
も
安

心
協
力
の
家
」、
各
学
校
、

住
民
及
び
吾
妻
警
察
署
と

協
力
し
、
犯
罪
の
未
然
防

止
に
努
め
て
い
る
。
今
後

も
、
関
係
機
関
と
連
携
を

よ
り
密
に
し
て
い
き
た
い
。

□Q

現
在
の
吾
妻
警
察
署

は
昭
和
38
年
に
建
て
ら
れ
、

築
52
年
と
県
内
15
警
察
署

の
中
で
最
も
古
い
建
物
と

な
っ
て
い
る
。
国
民
・
地

域
住
民
を
守
り
抜
く
職
務

に
専
念
で
き
る
環
境
の
確

保
は
最
低
限
必
要
の
こ
と

で
あ
る
。

 

さ
ら
に
、
施
設
の
老
朽

化
改
善
に
よ
っ
て
町
民
、

東
部
吾
妻
全
体
の
安
全
が

よ
り
確
保
さ
れ
る
と
思
う
。

町
と
し
て
吾
妻
警
察
署
の

新
設
・
移
転
を
、
町
有
地
・

施
設
等
の
提
供
な
ど
諸
策

を
考
え
て
県
に
対
し
て
働

き
か
け
る
べ
き
で
は
。

□A

警
察
庁
舎
の
新
設

に
は
、
あ
る
程
度
の
規
模

の
土
地
が
必
要
に
な
る
と

考
え
ら
れ
る
。
町
に
は
未

利
用
町
有
地
、
廃
校
用
地

等
が
あ
る
が
、
吾
妻
警
察

署
が
新
築
移
転
す
る
場
合
、

警
察
と
協
議
を
行
い
、
で

き
る
限
り
の
協
力
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

新
庁
舎
建
設
で
は
、
今

年
度
は
、
岩
櫃
ふ
れ
あ
い

の
郷
の
改
修
に
よ
り
庁
舎

建
設
が
可
能
か
の
調
査
の

み
と
の
説
明
で
し
た
が
、

３
階
の
福
祉
セ
ン
タ
ー
は

補
助
金
の
関
係
で
用
途
変

更
の
手
続
き
に
関
す
る
こ

と
や
、
当
初
予
算
で
２
０

０
０
万
円
取
っ
て
あ
る
調

査
設
計
費
用
に
関
し
て
の

疑
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
民
か
ら
の
意
見
聴
取

の
必
要
性
や
「
あ
り
方
検

討
委
員
会
」
と
の
関
係
を

質
す
意
見
、
今
ま
で
の
行

革
本
部
で
決
め
た
根
拠
を

質
す
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
が
、
結
局
は
本
年
中
に

出
さ
れ
る
報
告
書
に
よ
り

総
合
的
に
判
断
し
て
い
く

と
の
答
弁
が
繰
り
返
さ
れ

ま
し
た
。

　

組
織
に
関
し
て
人
事
権

は
町
長
の
専
権
で
あ
っ
て

も
、
教
育
課
長
が
毎
年
異

動
す
る
こ
と
の
異
常
性
や

教
育
現
場
の
影
響
を
懸
念

す
る
意
見
や
教
育
課
の
負

担
の
大
き
さ
に
対
し
て
教

育
課
と
の
協
議
を
促
す
意

見
等
が
で
ま
し
た
が
、
明

確
な
答
弁
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

町
有
施
設
関
係
で
は
、

当
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た

地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
条
例

案
に
対
し
、
戦
略
本
部
や

行
革
推
進
部
会
で
ほ
と
ん

ど
協
議
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
が
質
疑
応
答
で
分

か
り
ま
し
た
。
計
画
書
も

改
修
の
図
面
も
何
も
資
料

が
出
て
こ
な
い
こ
と
や
緊

急
性
が
な
い
の
に
補
正
で

予
算
を
取
る
こ
と
へ
の
疑

問
等
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
長
は
常
任
委
員
会
の

席
で
消
防
法
や
旅
館
業
法

は
問
題
な
い
と
の
認
識
を

示
し
ま
し
た
が
、
当
委
員

会
で
は
総
務
課
長
が
こ
れ

行
財
政
改
革
推
進

特
別
委
員
会

一般質問　町政を問う

重野能之議員



13

か
ら
消
防
や
保
健
所
に
申

請
を
し
て
い
く
と
の
答
弁

で
あ
り
ま
し
た
。

　

当
特
別
委
員
会
で
は
地

元
の
岩
島
地
区
の
住
民
の

意
見
な
ど
き
か
ず
、
総
合

計
画
や
戦
略
本
部
で
の
計

画
が
立
案
さ
れ
た
の
な
ら
、

と
も
か
く
こ
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
条
例
案
が
提
出
さ
れ

た
の
は
拙
速
で
は
な
い
か

と
の
意
見
が
多
数
出
さ
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
最
後

ま
で
各
委
員
の
納
得
の
で

き
る
よ
う
な
明
快
な
答
弁

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

７
月
６
日
に
委
員
全
員

及
び
議
長
の
出
席
を
得
て

上
信
自
動
車
道
建
設
に
関

す
る
現
場
視
察
を
行
い
ま

し
た
。

　

当
日
は
町
長
、
副
町
長

に
も
同
行
し
て
い
た
だ
き
、

中
之
条
土
木
事
務
所
長

（
他
２
名
）、建
設
課
長（
他

２
名
）
の
方
に
説
明
を
受

け
、
建
設
中
の
沼
尾
川
橋

梁
上
部
工
の
架
設
現
場
を

は
じ
め
、
管
内
の
進
捗
状

況
を
視
察
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

今
期
定
例
会
に
お
き
ま

し
て
も
９
月
10
日
に
特
別

委
員
会
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

　

国
土
交
通
省
八
ッ
場
ダ

ム
工
事
事
務
所
長
、
群
馬

県
八
ッ
場
ダ
ム
水
源
地
域

対
策
事
務
所
長
ほ
か
職
員

の
皆
さ
ま
、
町
建
設
課
担

当
職
員
の
皆
さ
ま
に
説
明

員
と
し
て
出
席
し
て
い
た

だ
き
工
事
進
捗
状
況
説
明

を
受
け
、
質
疑
を
行
い
ま

し
た
。

　

９
月
11
日
、
地
方
創
生

調
査
特
別
委
員
会
を
町
長
、

副
町
長
、
企
画
課
長
、
地

域
政
策
課
長
の
出
席
の
も

と
開
催
し
ま
し
た
。

　

始
め
に
、
地
方
創
生
戦

略
は
計
画
で
は
な
く
戦
略

で
、
特
徴
を
持
っ
た
も
の

に
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
、
方

針
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
進

め
、
人
口
減
少
を
抑
え
る

処
方
箋
を
描
き
、
地
域
の

現
場
で
実
際
に
作
り
上
げ

る
事
業
と
確
認
。

　

町
総
合
戦
略
本
部
の
中

の
３
分
科
会
の
会
議
経
過

報
告
に
つ
い
て
企
画
課
長

か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

①
観
光
・
交
流
・
移
住
分

科
会
…
ま
ち

②
子
ど
も
・
子
育
て
分
科

会
…
ひ
と

③
地
域
産
業
連
携
分
科
会

…
し
ご
と

　

ア
ン
ダ
ー
35(

※)

で

は
12
月
に
婚
活
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
予
定
。
企
業
訪
問

な
ど
働
く
現
場
ま
で
足
を

運
び
、
視
察
す
る
な
ど
各

分
科
会
と
も
真
剣
な
会
議

の
様
子
が
感
じ
取
れ
ま
し

た
。
当
委
員
会
で
は
、
考

察
の
基
本
資
料
、
町
の
さ

ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
で
現
状

確
認
し
、
調
査
、
研
究
し

て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

※
ア
ン
ダ
ー
35
分
科
会
…

東
吾
妻
町
総
合
戦
略
本
部

の
下
部
に
設
置
さ
れ
た
年

齢
35
歳
以
下
の
職
員
で
構

成
さ
れ
る
組
織

　

９
月
27
日
、
第
54
回
吾
妻
郡
民
体
育

祭
が
高
山
中
学
校
を
主
会
場
に
開
催
さ

れ
、
郡
内
か
ら
集
ま
っ
た
各
町
村
の
代

表
選
手
ら
が
、
熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。

　

東
吾
妻
町
の
議
会
議
員
が
参
加
し
た

の
は
、
玉
入
れ
（
４
位
）
・
タ
ー
ゲ
ッ

ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
（
６
位
）
の
２
種
目

で
、
順
位
は
い
ず
れ
も
昨
年
と
同
じ
で

し
た
。

第
54
回
吾
妻
郡
民
体
育
祭

▶
議
員
お
よ
び
教
育
委

員
か
ら
選
ば
れ
た
４
名
が

出
場
し
た
「
タ
ー
ゲ
ッ
ト

バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
」
の
様
子

◀
三
役
・
議
会
議
員
・
教

育
委
員
か
ら
選
ば
れ
た
10

名
で
チ
ー
ム
編
成
し
た
「
玉

入
れ
」
２
回
戦
の
様
子
。

１
回
戦
は
婦
人
10
名
。
表

紙
の
写
真
は
混
合
で
行
っ

た
３
回
戦
の
様
子
。

八
ッ
場
ダ
ム
及
び

地
域
開
発
事
業
対
策

特
別
委
員
会

地
方
創
生
調
査

特
別
委
員
会



「都会から U ターンして思う」

　片 貝 一 英 さ ん
　　　　　  （厚田：農業）
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2015
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発
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広
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まちの声

　朝晩めっきり寒くなり、深まる秋の訪れを感
じる季節となりました。私は都会にあこがれ生
まれ育った親元を離れ都会の企業へ就職し、高
層ビルに囲まれ生活をしていましたが、都会の
環境にはなかなか馴染めず、気がつけば３０年
弱経過してしまいました。年々年を重ねるたび
に故郷の景色や水、新鮮な空気といった田舎が
恋しく数年前に帰ってきました。
　今はすでに母は他界してしまい、父と二人で
生活をしています。私が生活している所は朝起
き玄関を出ると岩櫃山が目に飛び込んで来ま
す。子供の頃から何気なく見ていた岩櫃山も、
今しみじみ見ると素晴らしい山だと感じます。
まさに東吾妻町のシンボルではないでしょう
か。来年は NHK 大河ドラマで「真田丸」が放
映されるそうですが、年間の登山者も多く、東
吾妻町を全国に売り出す大きなチャンスではな
いでしょうか。

　５０代の私は生計を立てる為に町内で就職活
動をしてみましたが、年齢が年齢だけになかな
か雇用先が見つかりませんでした。町内で移動
販売の仕事や弁当配達等色々やってはみました
が、生計を立てるには非常に厳しいものがあり
ました。そんな時、親たちが守って来た田畑が
あることに気づき、農業で生計をたてようと決
意をし、中古のトラクターを購入し、農業で汗
を流しています。今年はズッキーニやトウモロ
コシの栽培にチャレンジして販売をしてみまし
たが、なかなか商品にするのは難しいと感じま
した。しかし、大変心身に健康的であり、やり
がいのある仕事だと思っています。
　これからも故郷へ帰ってくる人達がいると思
いますが、町でもそのような人達の為に雇用
先のアドバイスや気軽に就農していける施策を
考えていただき、農業が昔のように蘇り、若い
人たちが東吾妻町にどんどん転入する町づくり
に、さらに取り組んでいただければと思います。
　最後に今回私が農業を始めるにあたりアドバ
イスしてくれる地元農家の皆様に、この場をお
借りしお礼を申し上げます。

　
実
り
多
き
秋
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
お
元
気
で
お
過
ご
し
の
こ
と

と
存
じ
ま
す
。

　

今
定
例
会
は
、
平
成
26
年
度
予
算

の
決
算
認
定
を
主
と
し
て
審
議
し
ま

し
た
。
そ
の
後
議
会
広
報
委
員
会
と

し
て
、
山
田
委
員
長
を
中
心
に
「
読

み
や
す
く
分
か
り
や
す
い
」
議
会
だ

よ
り
を
目
指
し
て
真
剣
に
編
集
作
業

に
努
め
て
参
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ま
の
議
会
へ
の

ご
理
解
・
ご
協
力
の
ほ
ど
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

広
報
委
員　
　

重
野　

能
之

議会を傍聴してみませんか

編
　
集
　
後
　
記

編
　
集
　
後
　
記


